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Symbian OSネイティブな
アプリによって、
機種の壁を越える

昨年の秋、あるケータイが発売されて

注目を浴びた。それがSymbian OSを搭

載するボーダフォンの「Vodafone 702NK

（Nokia 6630）」だ。

Symbian OSとは、英 Symbian社が

開発したケータイ向けのOSで、APIが

公開されていたり、マルチタスクに対応

していたりするなど、これまでのケータ

イ向けOSと比べてかなり高機能だ。

Symbian OSが興味深いのは、その高

機能さだけではない。APIが公開されて

いるだけでなく、ソフトウェアの開発キッ

トがフリーで公開されているため、専用

アプリケーションの開発が簡単だという

点もある。

加えて、Symbian社には、Nokia や

Motorola、松下電器など世界中のケータ

イ端末メーカーが出資しており、Sym-

bian OSを搭載する端末も増え続けて

いる。

つまり汎用的なケータイOSとして、

メーカーやオペレーターの垣根を越えて

多くのケータイに搭載されていて、それ

ことを意味している。

従って日本のケータイを使い慣れた一

般のユーザーからは「メニューの階層構

造がわかりづらい」「液晶画面が小さい」

「電源の入れ方がわからない」「ボタンの

配置が普通と違う」などといった、どちら

かといえばネガティブな印象を抱かれて

しまう。

これはそのまま、日本のケータイ市場

と世界のそれとでは、大きな開きがある

ことを示している。単純にPDC方式と

GSM方式という、通信方式の違いのみ

ならず、内部に使用されているOSやソ

フトウェア、そして操作方法といったとこ

ろまで大きく異なっているのが現状だ。

だが、SIMカードを導入している3G

ケータイの普及や、2006年に始まる番号

ポータビリティーなどによって、日本でもオ

ペレーターと端末とサービスが、それぞれ

分離される流れにある。これは日本と世

界のケータイ市場の接近を意味している。

それを前提に、あらためて702NKを

見てほしい。世界共通のSymbian OS

を搭載していて、世界中で開発されてい

る各種のソフトを利用できる、未来の3G

のケータイ端末の先駆けとは言えないだ

ろうか。

Symbian OSの登場は、APIの公開に

よるオープンなソフトウェアの登場のみ

ならず、これまでオペレーターごとに閉

じていたケータイ自体のオープン化にも

つながっているのだ。

今後進むケータイ業界のオープン化の

流れの中で、Vodafone 702NKは日本の

ケータイ市場の歴史にその名を残すに違

いない。

D I G I T A L P R O D U C T L A B .

Vodafone 702NK
（ボーダフォン）

インプレス インターネット生活研究所
黒田 純一

らのケータイ上で共通のアプリケーショ

ンが動くのだ。これは非常に画期的なこ

となのだ。

日本においては、ケータイの仕様はオ

ペレーターが主導で決める部分が大き

く、とくにアプリケーションに関してその

傾向が強い。このため同じメーカー製の

端末であっても、オペレーターが異なる

とアプリケーションが共通して使えると

いうことは、まずなかったのだ。

ケータイ向けのソフトやサービスを提

供するサードパーティーは、それぞれの

オペレーターや機種ごとにソフトを開発

したり、動作確認をとったりなど、苦労

が絶えないという。

日本で初めての
“オープンプラットフォーム”
なケータイ端末

Vodafone 702NKは、すでに海外で

Nokia 6630として発売されており、その

仕様は基本的に世界共通だ。つまり日本

国内だけを意識した製品ではない。

逆に言えば、このことはこれまでの国

内メーカー製端末とはその設計思想や、

具体的な操作手順などがが大きく異なる

日進月歩するデジタル製品を、「使い勝手」ではなく、「実装

された新技術」と「製品の革新性」をテーマにレビューして

いくコーナー。インプレスのシンクタンク、インターネッ

ト生活研究所の研究員が実際にテストしてレポートする。

Symbian OSというケータイ向け汎用OSの
普及が、オープン化への幕開けとなる
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［写真左］Vodafone 702NKの

正面。分類上はストレートタイプ

ということになるが、ずんぐりと

した外観や、画面がキー部分より

も大きい形状といい、携帯電話と

いうよりもPDAに近い雰囲気だ。

電源ボタンは右サイドにある。

［写真左］キー部分を拡大。国内

メーカー製のケータイを使い慣れ

た人は、独特の操作体系にとまど

うかもしれない。

［写真右］メニュー画面はアイコン

表示で機能的な構成になってい

る。だが、やはり国内メーカー製

端末とは大きく異なるので、慣れ

るまではマニュアルが必須だ。

［写真右］Vodafone 702NKの

背面。日本メーカー製の端末に比

べると、驚くほど存在感のあるカ

メラユニットが特徴的。背面だけ

を見るとケータイではなくデジタ

ルカメラのようだ。下端にある銀

色のボタンを押しながらスライド

させると、カバーが簡単にはずせ

る。

ボーダフォンの「Vodafone 702NK（Nokia 6630）」は、2004年10月に発売

されて以来、ヘビーユーザーの間で静かなブームとなっている。携帯電話として

は、日本国内では3GであるW-CDMAによって、さらに海外ではトライバンドの

GSM（800／1,800／1,900MHz帯）によって、世界中で通話やデータ通信が可能

だ。またBluetoothによるハンズフリー通話機能や、POPやIMAP4に対応したメー

ルクライアント、PCのOutlookとのSyncや、PC向けのウェブサイトも見られるい

わゆるフルブラウザーが標準搭載されている。

［Reviewer's View］
ケータイ端末はPHSとの競合で小型化が進んだが、ここ数年は逆にカメラなどの機能が追加されて、端末自身も大きくなり、機能も多

様化している。

今後ケータイに高機能なOSを搭載するのが流れになったとき、あくまでも携帯電話オペレーターの主導でAPIが提供されるのか、そ

れともAPIがオープン化され、さらに多様なアプリケーションが普及することになるのか。今後の流れに注目したい。
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DIGA DMR-E500H
（松下電器産業）

DLNA対応で家庭のメディアサーバーの地位を
狙うHDDレコーダー

密かに繰り広げられるAVラッ
クの場所取り戦争

松下電器が2004年に発売したDIGA

DMR-E500Hは、同社のHDDレコーダー

の最上位機種だ。注目なのは、DIGAシ

リーズでは初めて、DLNA準拠のホーム

ネットワーク機能を搭載したことだ。

DLNAとは、デジタル家電同士をネッ

トワークで接続し、家庭内で映像や音楽

などのデジタルコンテンツを共有して、さ

まざまな楽しみ方を可能にするガイドラ

インだ。デジタル家電での利用を主眼に

置いた規格だが、現状ではネットワーク

機能やマルチメディア機能を搭載したパ

ソコンでの利用が進んでいる。しかし、

デジタル家電のメーカーもDLNAへの対

応は積極的に進めており、2005年には多

くの対応機種が登場する予定だ。

このDMR-E500Hも、DLNA準拠の

ホームネットワーク機能によって、蓄積し

たコンテンツを配信するメディアサー

バーになり、パソコン上から DMR-

E500H内の映像を見たり、DMR-E500H

同士で連携したりできる。

ネットワーク機能の充実が勝敗
の鍵を握る？

2004年はオリンピックなどのテレビ番

組がデジタル家電の売り上げを大きく押

し上げた。その反面、TV録画機能を備

えたマルチメディアタイプのパソコンの売

り上げが伸び悩んだという。

だが、PC側も負けてばかりではない。

マイクロソフトは「Windows XP Media

Center Edition」の熱心な売り込みを続

け、Mac miniのように小さくてリビング

に置きやすいPCも登場した。

そして何よりも iTunes Music Store

のようなオンラインでのコンテンツ配信ビ

ジネスの普及が大きい。インターネット

ベースのコンテンツ配信は、PCからの方

が利用しやすい。また、iPodのような

HDD／シリコンオーディオプレーヤーも

普及が進み、出荷台数でMDを抜き去ろ

うという勢いだ。

音楽を中心としたコンテンツ配信ビジ

ネスを背景に、パソコン陣営が踏ん張る

一方で、価格と簡単さで勝るデジタル家

電はDLNAへの対応をはじめとして高機

能化でパソコンに対抗する。

家庭内でのエンターテインメントを巡る

PCとデジタル家電の争いは、もうしばら

くは続くようだ。

［Reviewer's View］
ADSLや光ファイバーによって家庭にブ

ロードバンド環境が整いつつある。その

中で接続されているのはほとんどの場合

PCである。そのネットワークをどのよう

にして家電製品に接続するか？　無線

LAN、アンテナの同軸ケーブル、商用電

源などの方式が提案されている。いかに

してHDDレコーダーの価値が家庭で発揮

されるかはラストワンマイルではなく、ラ

スト10フィートにかかっている。

DMR-E500Hの背面には、各種AV端子と並んで

100Base-TX対応Ethernetコネクターが搭載さ

れている。今後は多くのAV機器にEthernetコネ

クターや無線LANアンテナが装備されるだろう。

400GBのHDDとDVDドライブを搭

載したDMR-E500H。DVDへの

ダビングも実時間ではなく最大64倍速が可能

だ。録画予約は携帯電話やPCによって、リモー

トから行うこともできる。さらに、録画時のビッ

トレートも、映像の動きやその複雑さに追随して

自動的に最適化するNewディーガエンジンを搭

載している。そしてDLNA規格によってメディア

サーバーとしても機能する。
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ギャップフィラー

放送センター

MTV-S10
（東芝）

日本全国を一気にカバーし、移動しながら
楽しめるデジタル放送インフラの可能性

全国で移動しながら放送を受信

2004年10月、日本全国をカバーする新

しい放送局「モバHO！」がスタートした。

運営するのは、東芝や韓国のSKテレコ

ムなど90社あまりが出資する「モバイル

放送株式会社」だ。まだ始まったばかり

で知名度は低いが、すでに映像と音声合

わせて40チャンネルほどの放送を行って

いる。

このモバHO！は日本中で、しかも移

動しながら受信できるというのが売りだ。

全国をカバーするといえば、BSやCS放

送を思い浮かべるが、実はこのモバ

HO！も衛星放送なのだ。

しかし、衛星放送は受信にパラボラア

ンテナが必要で、常にアンテナを一定の

方向に固定しなければならないが、モバ

HO！の端末には、それらしきものが見あ

たらない。

また、これまで移動しながら楽しめる

放送といえば、地上波のテレビかラジオ

だったが、どちらにしても地域ごとに放

送局が異なり、周波数やチャンネルを変

える必要があった。

ギャップフィラーの威力

では、モバHO！は、これらの難題をど

うやって解決したのか？　モバHO！で

はSバンドと呼ばれる周波数（2.6GHz帯）

を使用しているが、これは衛星放送で一

般的なものだ。ただし、都心のビル陰な

どで直接受信できない地域や、室内での

受信のために、補助的な設備「ギャップ

フィラー」がビルの屋上などに設置されて

いる。見た目も機能も携帯電話の基地局

によく似たギャップフィラーによって、電波

が隙間なく届けられているのだ。

「MTV-S10」を実際にいろんな場所で

テストしてみたが、都内の電車の中やタ

クシーの車内、地上テレビ放送の受信が

困難な団地の部屋でも問題はなかった。

長距離移動のテストとして東海道新幹線

に持ち込んでみたが、車内からも南側の

窓際ならばほぼ受信できた。

今回試したMTV-S10はモバHO！専

用機だが、今後はカーナビやケータイで

も対応機種が発売される予定だ。インフ

ラはすでに整った。あとは端末をどう普

及させるかが課題だ。

［Reviewer's View］
このMTV-S10は「モバHO！」を体験す

るモバイル端末としては、小さくまとまっ

ている。しかし付属の充電池では、1時間

余りしか利用できないのが難点だ。「モバ

HO！」に関心を持った方でノートPCを

持っていれば、PCカードチューナーとい

う選択肢もある。モバイル向けのロング

バッテリータイプのノートPCと組み合

わせれば長時間の視聴も可能だし、実売

価格も1万円弱と戦略的な価格に設定さ

れている。

「モバHO！」に対応した、ポータブル受信

機「MTV-S10」。映像はMPEG4、音声

はAACによって放送されている。番組をSDメ

モリーカードに録画しておき、後から再生も可能。

付属のAVケーブルによってテレビやステレオに

出力して番組を楽しむこともできる。また電波状

況が悪い場所では、付属の外部アンテナを利用で

きる。

ギャップフィラーは、Ku帯で衛星から送信された放送

波をパラボラアンテナで受信し、S帯の垂直アンテナ

から再送信している。

衛星からの電波はモバ

HO！端末に直接届くほ

か、ギャップフィラーに

よって再送信されてい

る。

©Mobile Broadcasting Corpo-
ration.
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